
会　議　録（概要）
	会議の名称
	令和６年度　第1回佐渡市健康づくり推進懇談会

	開催日時
	令和６年11月21日（木）
午後１時30分開会　　　午後３時30分閉会

	場所
	佐渡市役所本庁舎２階　大会議室

	議題
	1 第2次健幸さど21計画の進捗状況及び取り組み状況について
2 佐渡市の健康課題と健康寿命延伸のための取り組みについて
3 意見交換　健康寿命延伸のための提案

	会議の公開・非公開

（非公開とした場合は、その理由）
	公開

	出席者
	参加者

　関係団体・地区組織の代表者、有識者　　24名

事務局

　健康医療対策課　　　　　課長　　　　　　　兵庫　研司
　課長補佐　　　　　田村　京子
　　　　　　　　　　　　　健康増進係長　　　中川　孝文
　　　　　　　　　　　　　保健係長　　　　　海老名　美香

　　　　　　　　　　　　　主任保健師　　　　齊藤　美香
　　　　　　　　　　　　　主任栄養士　　　　関東　佳奈恵
　両津支所　　　　　　　　福祉保健係長　　　中田　由香
　相川支所　　　　　　　　福祉保健係長　　　吉良　美代子
　羽茂支所　　　　　　　　次長　　　　　　　渡辺　桂子

	会議資料
	別紙のとおり

	傍聴人の数
	０人

	備考
	


	会議の概要（発言の要旨）

	発言者
	議題・発言・結果等

	事務局

兵庫課長
関東主任栄養士
齊藤主任保健師

関東主任栄養士　
渡邉主任管理栄養士
　
関東主任栄養士
１グループ代表者
２グループ代表者
３グループ代表者
４グループ代表者
５グループ代表者
６グループ代表者

関東主任栄養士
１グループ代表者
２グループ代表者
３グループ代表者
４グループ代表者
５グループ代表者

６グループ代表者

田村課長補佐
中川健康増進係長

	１　開会
日ごろから、当市の健康づくり施策にご理解とご協力をいただき感謝申し上げる。
令和7年度に第2次健幸さど21計画が最終年度を迎えることから、第3次計画に向けて、健康寿命日本一を目指すための取り組みについて協議をさせていただく。限られた時間ではあるが、この懇談会を中心として、市民、地域、関係機関や団体と行政が連携し、地域全体で健幸さど２１計画を推進できるよう、皆様のご協力をお願いしたい。

２　第2次健幸さど21計画の進捗状況及び取り組み状況について（説明）
〇健幸さど２１計画の概要
【資料】健幸さど２１計画（概要版）

・佐渡市の健康づくりに関する計画　
第2次健幸さど21計画、第2次歯科保健計画、第2次食育基本計画
計画期間：平成28年度～令和7年度　
中間見直し：令和2年度（以降、改定版）
・自殺対策計画
計画期間：令和元年度～令和7年度
・健幸さど21計画の位置づけ
国の健康日本２１第2次計画の方針及び健康増進法第8条に基づく市町村健康増進計画であり、市の最上位計画である佐渡市総合計画と連携調和を図る
・健幸さど２１計画の基本方針
元気を増やし病気を減らす総合的な健康づくり
人づくりと、つながりを大切にし、目的を共有しながら市民協働の健康づくりを進める
・健康づくり推進懇談会の立ち位置
健幸さど21計画等の進捗管理、具体的な対策方法の提案、一緒に実践していただく市民・関係機関
〇SIZES（サイズエス）について
【資料】みんなですすめる食と運動～こころのあったか大作戦～SIZES　
SIZESとは
・佐渡市の現状である肥満・運動習慣が低い、朝食欠食、間食が多い中で、健康寿命日本一を目指して、世代別で生活習慣を見直すため5か条を掲げている
・「佐渡で一緒にずっと笑顔で住みたいな」の頭文字をあわせたものとし、
“みんなですすめる食と運動こころのあったか大作戦”として市の事業や市報などさまざまなところで啓発をしている
〇健幸さど21計画の進捗状況について（説明）
【資料】健幸さど21計画の進捗状況について
平成30年度から令和5年度までの進捗状況

〇昨年度の健康づくり推進懇談会でいただいた委員の皆様からアイディア
≪食≫
・高校生朝ごはんレシピコンテスト
・朝食のメリット周知
・元気100歳いいねかっちゃ弁当の販売
・バランスの良い食事、減塩のレシピをスーパーや飲食店で啓発
・毎月19日の食育の日に「減塩につながる〇〇を食べよう」
≪運動≫
・ヒルトップの早朝開場、機械の使いかたアドバイス
・マラソンカードやラジオ体操カードで続ける工夫
・ラジオ体操を市役所から
・正しいラジオ体操を教えてくれる「ラジオ体操マン」
・グッピーアプリで歩数競争
≪その他≫
・日めくりカレンダーの普及啓発
・健診で尿中塩分の結果周知　
・にいがた健康寿命日本一プロジェクトで目標を立てて応募するような取
り組み（1か月限定）
〇いただいたアイディアをもとに今年度の活動実施報告

①元気100歳いいねかっちゃ弁当の販売

健康フェスティバルじょうぶらにて、新潟県栄養士会佐渡支部と高齢福祉課のコラボにより元気100歳いいねかっちゃ弁当を作成、販売。さらに、実物の一日分の食事や食材を掲示して、フレイル予防の啓発をしていただいた。
②ラジオ体操カードで続ける工夫

③目標を立てて応募

健幸ぽいんとで個人の健康づくりの取組カードを増やし、大人も子供も取り組めるものにした。ラジオ体操は団体カードを用意し、いいねかっちゃカードは子どもが取り組みやすい項目とした。取り組んでもらえるポイント数も昨年度から大幅アップした。

④健診で尿中塩分の周知

昨年度集団健診で実施した尿中塩分の結果を、今年の集団健診会場で周知。掲示物には減塩の工夫も合わせて啓発した。

⑤朝食のメリット啓発
朝食のメリットを島内６校の高校の文化祭で啓発。今年で2年目の活動。生徒だけでなく保護者にも知ってもらいたいため文化祭で実施。朝食だけでなく間食のことも啓発した。
⑥ラジオ体操を市役所から

今年からラジオ体操を本庁、両津支所、相川支所、羽茂支所で実施。
多くの職員が参加しており、普段の運動不足解消や健康促進に役立っている。
⑦バランスのよい食事・減塩レシピ

佐渡市健康推進協議会が現在作成中で12月に完成予定。健康推進員がこれまで作成してきたレシピの中から厳選し、主食主菜副菜別に、季節の食材を使ったものを掲載。各所で配布、佐渡市ホームページ掲載予定。
⑧日めくりカレンダー普及啓発

健康推進協議会が食と運動とお口の健康をテーマとして作成したカレンダー。今年度はポスターも作成し、集落センター、公民館、学校等に掲示。佐渡市ホームページ掲載し周知している。
〇計画の見直しについて
・第3次計画では、佐渡市が目標としている「健康寿命延伸」が同じであるため、健幸さど21計画、食育推進計画、歯科保健計画を１つにまとめたものにしたい。
・健康に関する他課の計画で示してるデータ分析や方向性と整合性のとれたものにしたい。
・自殺対策計画は、単独で作成。
〇健康寿命について

・新潟県（厚生労働省2019年全国ランキング）
男性２７位　１位と比較して約１歳差
女性２２位。１位と比較して約２歳差
・佐渡市（令和4年度国保データベース）
※平均自立期間を健康寿命の指標としている
男性　７６．８歳　　国　８０．１歳　　県７９．９歳
女性　８３．３歳　　国　８４．４歳　　県８４．２歳

市は国や県よりも短い。
健康寿命延伸を阻害する理由は何か。市の管理栄養士が専門職の立場から分析し課題解決の提案を考えてみた。
〇次世代へつなぐ健康づくり～新規透析患者の減少を目指して～
≪佐渡市の現状≫

・高血圧、糖尿病患者が多く、透析患者が増加傾向にある
・メタボの該当者が多く、特に若い世代で積極的支援該当者の割合が高いことや、大人だけでなく、子どもの肥満が多い

・一人当たりの医療費は増加しており、とくに「腎不全」「糖尿病」「高血圧性疾患」が高い割合を占めている。高血圧と糖尿病の服薬状況も県平均を上回っており、40代や50代の若い世代から高血圧や糖尿病で治療している方が多い。
≪高血圧症の原因となる食習慣≫
・塩分の多い食事…若い世代で濃い味付けを好む傾向

・野菜不足…若い世代で主食・主菜・副菜が揃った食事をとる人が少ない
≪現状の整理≫

・高血圧患者だけでなく、全体に働きかけることで高血圧を防ぎ、医療費
の削減、透析患者の減少につながる。
≪取り組みたい課題≫
目的：透析患者数の減少を目指す

課題：減塩と野菜摂取増加を啓発し、高血圧症を予防する
　
〇グループワーク
ここまでを聞いてみての感想や、栄養士の視点での提案を聞いてどんなふうに感じたか。
〇発表
・身近な人を心臓病で亡くすという経験があるが、病気の怖さや知識不足を感じており、広く病気についての知識の普及等があるといいのではないか。
・食生活については、朝食の欠食があるということで、親が食べないと子どもも食べないので親世代への意識改善が必要。
・健康については収入の影響も大きいのではないか。
・減塩については、減塩の大切さはわかっているが、しなかった場合どうなるかということをみんなに伝えていけるとよい。上手な減塩食のレシピや減塩食はどんな味かというのをみんながわかるように普及できるとよい。
・血圧が高いとはどういうことか、血圧が高いとどういう恐ろしさがあるかを普及できるとよい。
・子ども達からやっていくことが大事。いろんなところとつながってやれたらよい。学校保健委員会で子どもたちと話し合ったときに、子どもたちの感想で「親と一緒に動こうと思った。」「病気にならないようにバランスのとれた食事をとりたい。」「近所の人と顔見知りになって子ども食堂に出かけたい。」というような声があげられた。
・健康フェスティバルのときに栄養士会の方で食事のモデルを出していただいた。それを見て「こんなに食べられない」という声があったようだ。身近な高齢者でも「めんどくさい」「作らない」といって買ってきた総菜を食べて病気になっているケースもあるので、バランス食は難しいと思うことがある。
・ママたちや調理をする人たちの好みや嗜好に偏ってしまうので教育が必要と感じる。ひとり暮らしはお腹を満たすだけ、ということがあるのでみんなで美味しく食べる機会があるといいという意見があった。
・健康状態、運動、食事についても二極化されていて、お金の余裕がなくてなかなか食べられないという人もある。親の気持ちの余裕のなさなどいろんな背景がでてくると思う。
・子ども食堂はイベント的に行われているが通年のところはない。
・学校卒業して10代で糖尿病になってそのあと健診にも行っていない、メタボの若者の話も出た。
・佐渡市は健康寿命低いということで驚いた。
・減塩については、あまり関心がないのかなというところで、もう少し啓発が必要かと思う。
・ラジオ体操は高齢者は上手だが若い人たちは運動習慣もないためか、余り上手でないと感じる。運動が大事ということを改めて感じた。
・改善できていない項目の話では、自分自身もできていない。
・健康づくり推進懇談会にずっと出てくれていた委員の方から『市役所でやっとラジオ体操やってくれたな』と声があった。これによって学校や企業でも広まっていければいい。
・運送業の食について考えるとコンビニとかカップヌードル中心で睡眠の方も気になる。運動も運転だけ。
・市民に市の悪い状況や課題を周知する。身近になるようにデータで伝えられる機会があるといい。
・提案として、透析患者の実情をもっと市民に知らせる。公民館事業とかで実情プラス予防も必要、食とスポーツなど関連することを一緒にやれるといい。
・健幸ぽいんとなどの取り組みがあることをよくわからなかった。
・職場の健診結果で血圧、脂質、メタボなどでD判定。健診結果を見るとドキッとするが、分かってはいるけどなかなか運動するのも難しい。
・アプリを活用されている方もいる。お仕事柄ストレスがあってアルコールに影響を受けることもある。コロナも落ち着いてきたので、職場の会議や地域の集まり等に出る機会も増えてきたので飲酒量の増加につながってきているかもしれない。
・データをいろいろ見て、佐渡は健康寿命がこんなに短いということに驚いた。普段減塩に取り組んでいるが、佐渡はこんなに摂っていると気づかされた。
・健診の結果で『満腹まで食べますか』『濃い味付けしていますか』という主観の質問で追ってみているが、もう少し見える化したデータになっていくとより取りやすいのではないか。
・スポーツする方たちやスポーツチームの数も昔と比べるとすごく少なくなってきている。駐車場に車を停めるのも競って店の前に停めたがる。子どもから高齢者までスポーツに取り組むというのが必要。なるべく多くの方に参加してもらえる、普段参加しない方に参加してもらえるかというような取り組みがあるとよい。
・自分の体調に合わせて、歯間ブラシを使っている。
・薄味に気をつけるという話をしつつも、データを見ると、悪いと思ってもなかなかできていない、
・家族の中に透析の方がいた時に、大きくは変えられないが健康に関心が高くなり、家族全体で薄味に気をつけた、白米から玄米に変えたなど気をつけながらやったという体験談があった。
・いいことをやっていてもなかなか周知が行き届いていないところがあるのでもう少し工夫があると良い。チラシなどは来るが、健診現場でぱっと目にできる映像や写真でわかるようなもので教室的なものを勧められると良い。
・研修会に参加した人の意見で、歯みがきは食後というイメージがあるが、起床時に一番ばい菌がたまっているから、朝起きたらまず歯みがきするといいなど、ちょっとショッキングな情報も含めて周知の工夫があるといい。
〇SIZESの振り返り
≪課題≫

普及啓発をしてきたが、なかなか認知度が低く、定着が難しい
≪原因≫
項目が多すぎたのではないか　そのため覚えられない
的が絞れず、ぼやけたのではないか
評価指標がないため評価がしづらい
〇健康づくりに必要なこと
自然と健康になれる環境を作り
無関心層への働きかけ
〇健康寿命を阻害する要因と予防
≪健康寿命延伸を阻害する要因≫
高血圧、糖尿病、それらが進行することで起こる慢性腎臓病
これらの病気により認知症にもつながり、要介護状態となる

≪予防≫
働き盛りや活躍盛りから重症化しそうなとき、重症化してからでは遅い
子どもの頃からの予防が大切
〇グループワーク
健康寿命延伸のためにどんなことがあるとよいか　皆さん目線での提案をいただきたい
〇発表
・サイズエスはすごくいい取り組みだったが、周知は不十分だったと感じる。周知の方法として、若い人達にはインスタ、ＳＮＳ等を使うといい。
・「健診を受けましょう」は大事だが、「健診でひっかからないためにはどうするといいか」や、「血圧が上がるとこんな怖いことになる」など予防するための情報をもっと周知していくと良い。
・佐渡は冬になると外で運動ができないため、「運動器具を貸し出します」というものがあるといい。また、佐渡は自転車の島ということで、サイクリングロードを作ってほしい、月１回ノーカーデーがあってもいいか。
・歯科では、成人歯科検診は40歳からだが、歯は健康の入り口ということで、きっかけ作りとしてもう少し若い時から成人歯科健診を受けてほしい。
・食の面では、スーパーの惣菜コーナーで、薄味コーナーや脂質が気になる人コーナーなどがあるといい。給食献立について各園、各学校で人気レシピの投票をして1，2，3位のレシピをスーパーなどに貼るというような取り組みもいい。
・健幸ぽいんとはとてもいい取り組みなのでぜひ継続してほしいし、デジタル化できるといいのではとの意見が出た。
・一人では同じものばかりになってしまうので、地域食堂など家以外で他の人の作ったものを食べる機会があるといい。しかし、一人の方がいいという人やコミュニケーションが苦手な人だという人もいるので、来ることが楽しいと思えるようにするにはどうしたらいいのか。声のかけ方やその人に合わせたことが必要だと思う。
・みんなが食に対して具体的にイメージできる何かがあるといい。子どもの頃から「こういうもの食べるといい」というような判断力をつけていくということが必要。アイディアとして出てきたのが小さい時から一日こういうものを食べるといいよというような穴埋め式や絵合わせゲーム。選ぶと〇や×が出てくるアプリがあったりする。遊びで心に残ることをやって刷り込んでいく。例えばキャッチコピーで、「佐渡の米や魚食べた、〇〇食べた」みたいなことを確認できる、ポイントをあげるなど、楽しみながら保育園とか学校などいろんなところでできるといい。
・スーパーで血圧が気になる方はこちらのものをおすすめがある。またばら売りなど買いやすいものがあったらいい。
・なかなか料理ができないと冷凍とか総菜に走ってしまうということも聞かれるので、料理をする、できるようにする機会も必要。
・サイズエスのほうもなかなか浸透しないということで聞いたが、例えば「病気予防、バランスのよい食事を心がけよう、そうするとこういう効果があるんだよ」ということがあることによって皆さんも捉えられるかという意見があった。
・継続することはなかなか難しいというところで、個人ではできないけれど集団で、仲間がいるということで継続につながる。
・やりたいことを見つける、目標を持つことがいい。強制はなかなか続かない。
・きっかけ作りとして、働きざかりは時間がないので職場からできるものがいい。ラジオ体操が一番いいのか。
・新潟県では健康経営推進企業というのがあり、佐渡市版があるといい。例えば、うちの企業は「ラジオ体操をやってます」「佐渡市のがん検診を職員みんなで受けさせています」など。
・事業所によっては健診が終わったころの健康教育や、市の保健師・栄養士に依頼があり、健康教育を設けている事業所もある。中には健診を受けてそれで終わり、という事業所もある。事業所でも健康に関する取り組みをもう少し普及できると良いという意見があった。
・冬場は出る機会が少ない。島内には真野に温水プールがあるが、他の地域にも冬場でも動ける機会があるといい。
・運転中にラジオで健康情報が流れている。大人だけでなく子どもの時から普及啓発として、体に関して、生活習慣に関して啓蒙活動をできるといい。
・親子一緒に地産地消で野菜作りや田植えツアーなど、農業を体験しながら遊びごころを感じながら親子で体験できるようなことがあるといい。
・職場でもラジオ体操の音楽が流れると無意識に体を動かす、という環境づくりが必要ではないか。
・健診を受けた後に精密検査受けてください、運動しましょう、お薬が処方されたりすることがあるが、運動教室や介護予防教室とセットで提案していただくといい。骨が弱い方はこれがおススメと、指導と教室をコラボすることができるのではないか。具体的な目的をもってその教室参加につながるのではないか。
・年に1回のイベントではなかなか継続することが難しい。働いている人が多く職場関連への働きかけというのがカギになってくる。できれば大きい企業から取り組むことのメリットを伝える働きかけが大事になってくる。
・田畑がある人は生活の中に体を動かす機会がある。アーケードの中をウォーキングされる方もおり、生活の中に動作があると意識しないで健康習慣があるのではないか。作業する場所として平らな柿畑で作業するのと斜面のようなところで作業するのでは運動量が違ってくる。そういう所も伝えると、何気なく動いていることも大切だというのが伝わる。
・最近、佐渡のお年寄りは朝パン食が増えているようだ。簡単に済む調理を優先している気がする。やわらかいそのまま食べられるパンを好むような傾向で、簡単にパンに何か塗ってコーヒーとか牛乳で終わりでは、フレイルになるという話が出た。
・食は健康の入口で、男の人は「太く短く生きるしいいわ」と言う人が多い気がする。やはり女の人が家族の健康への意識が入りやすいということで、調理を担う女の人にアプローチできるといい。
・単身男性も佐渡は多いので、小さいパックにいろいろ入って、たんぱく質がとれるような、エーコープにあるようなパックおかずが普及するといい。
・調理食や何かを足して作って完成というものも出回っているので、減塩の簡単調理食品みたいなのがあるといい。
・透析の人はすごくお金もかかり、生活の質も落ちて大変で、高齢者の疑似体験と同じように、透析になった時の生活の不自由や大変さを周知し体験できるものがあるといい。
・なかなか健康について自分事として向き合うのは難しいが小さい頃からやれたらいい。
〇グループワークまとめ
前半、後半のグループワークを通して共通することが３点。１つは食事。親世代と子どもの正しい食事。特に親世代へのアプローチ。減塩をやろうということ。２つ目は運動。ラジオ体操は実現した。そして３つ目が社会参加。
前半のグループワークでも社会参加のところがたくさん出てきた。子ども食堂、地域食堂などの機会や体験、仲間と一緒に活動できる職場への働きかけ。出かける場の大切さが出された。
後半のグループワークで、冬場の運動というところが特に出てきた。ノーカーデーも入れて佐渡ならではの柱が出された。
周知としては、アプリを使う。知識、教育、情報提供、こういったところをあらゆる世代へあらゆる手段を使って情報発信をしていく。意識しなくてもできる健康習慣、普段何気なくやっていることにすごく意味があるというところ。プラスして何かというと億劫になってしまうけど今やっていることに大事なことがある、こうすることでなお良いというようなミニ情報を正しく伝える。
共通して言える土台となる部分が、「子どもから高齢者までみんなで美味しく食べる機会」、「みんなで楽しく参加できる運動の機会」、「教室の機会とかお互いに誘い合って、子どもから継続的にやっていこう」という土台になる部分が話の中で出てきてよかったと思った。
〇今後について
本日の説明の中で、第3次の計画を作る予定だということをお話した。健康寿命の延伸は佐渡市の大事な重要施策の一つ。ここを目指して今日話が出た「知識の普及」「運動」「歯」「食事」「体験できる機会」「意識しないでできる健康習慣」「健幸ぽいんと」「継続」が計画の柱になる部分。事務局で今回出てきたご意見をもとに次の計画の形にしていく。

次回、第2回目の健康づくり推進懇談会を予定している。その中で報告できるように準備しておきたいと思う。次回の予定は2月6日（木）13時30分から15時30分を予定している。第3次の計画を作るにあたってアンケート調査等も行いたい。まずはここに出てくださっている皆さまにご協力をお願いできればと思っている。
本日は健康づくり推進懇談会にご出席くださり大事なご意見を頂戴しましてありがとうございました。

これをきっかけに皆さんの生活習慣を改善していただきたいと思う。以上持ちまして令和6年度第1回佐渡市健康づくり推進懇談会を終了とする。本日は大変ありがとうございました。


